
Ⅳ 研究推進の組織

１ 研究組織

平成１８年度 研究組織図
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各郡市 技術・ 各郡市 技術・ 各郡市 技術・ 各郡市 技術・
家庭科部員 家庭科部員 家庭科部員 家庭科部員

授業研究班 題材研究班

・研究授業の実践と分析 ・教材・教具の開発と作成

・学習指導案の作成 ・題材の選定や開発

・学習過程及び指導法の工夫改善 ・学習過程及び指導法の工夫研究

・指導計画の作成

評価研究班 調査研究班

・評価計画 ・アンケート調査の実施

・評価規準表の作成 ・集計及び考察

・評価方法の研究

・評価カードの作成



２ 平成１８年度 各ブロックの研究重点

技 術 分 野 家 庭 分 野

」 ） 「 」（ ） （ ）中 央 Ａ「技術とものづくり （５ （６） Ａ 生活の自立と衣食住 １ ～ ４

県 北 教 育 課 程 教 育 課 程

県 東 Ｂ「情報とコンピュータ （５ （６） Ｂ「家族と家庭生活 （共生）」 ） 」

県 南 Ｂ 情報とコンピュータ １ ～ ４ Ｂ「家族と家庭生活 （家族）「 」（ ） （ ） 」

県 西 Ａ「技術とものづくり （１）～（４） Ａ「生活の自立と衣食住 （５ （６）」 」 ）

平成２１年度は，新学習指導要領の移行期となると思われるので，現行の内容とあわせて新しい学

習内容を十分に考慮して研究を進めていくこととする。

３ 役員，事務局，研究企画部員名

中川 稔（小美玉市立橘小学校）高堀正伸 副 中央ブロック

豊田 健司（日立市立豊浦中学校）部 水戸市立 県北ブロック

渡邉 康夫（潮来市立牛堀中学校）常磐小学校 部 県東ブロック

（ ）長 県南ブロック諏訪原洋子 栁下 徳行 つくば市立桜南小学校

（ ）ひたちなか市立 小野沢次夫 古河市立上大野小学校長 県西ブロック

堀口小学校

萩谷 正教 附属中 小林 健一 双葉台中 寺門 靖郎（華川中） 宮田 律子（峰山中）（ ） （ ）

鯨岡 秀明（飯富中） 高根澤良一（旭中） 高安 一徳（山方中） 福田 雅美（水戸三中）

事 内藤 英一（神栖一中） 吉田 淳（豊里中） 研 若杉 悠治（助川中） 緑川 敏江（中郷中）

室井 瞳（東・常北中）大芝 静香（長岡小） 究 菅谷 喜幸（日の出中）住谷 典子（鹿島中）

務 小林 豪（那珂四中） 川又 祥子（附属中） 企 吉田 吉美（手代木中）横山 良子（竹来中）

荒井 友紀（桜丘中） 中澤千佳子（東部中） 画 三谷 定幸（下妻東部中）鈴木 勝久（総和中）

局 加藤 理（水戸二中） 大谷 良明（三和中） 部

檜山 次男（君田中） 須藤 恵美（下館中）

橋本 仁子（桜中）


